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発行 大馬越地区コミュニティ協議会    電話 0996-４４－２７７３ 

会長 水流信雄  副会長 折田政行・末弘義武   主事 久永行雄    

大馬越地区高齢者ふれあい弁当作りと配布事業 

今
年
で
二
十
年
以
上
継
続
し
て
い
る
大
馬
越
地

区
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
弁
当
作
り
と
配
布
事
業
が
今

年
も 

十
一
月
二
十
三
日(

勤
労
感
謝
の
日)

に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
女
性
会
員
は
、
前
日
の
午
後
か
ら
仕

込
み
作
業
、
当
日
は
ト
ー
フ
作
り
の
方
は
早
朝
五
時

か
ら
、
切
り
込
み
作
業
の
女
性
会
員
は
朝
七
時
、
弁

当
詰
め
の
男
性
会
員
は
、
九
時
か
ら
総
勢
ス
タ
ッ
フ

五
十
三
名
に
よ
り
、
完
成
し
た
弁
当
に
お
手
紙
を
添

え
て
午
前
十
一
時
に
は
各
自
治
会
長
・
民
生
委
員
及

び
健
や
か
支
援
健
康
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
さ
ん
方
に
よ

り
、
対
象
者
九
十
七
名
に
お
一
人
お
一
人
手
渡
し
で

配
布
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
も
弁
当
に
は
八

種
類
の
品
々
が
配
食
さ
れ
ま
し
た
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重い杵も大きな掛け声で全員 

1 回は、持って頂きました  

 写真右下片平先生杵をもっと上に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大
馬
越
小
学
校
児
童
と
高
齢
者
と
の 

最

後

の

ふ

れ

あ

い

餅

つ

き

大

会 

今
年
大
馬
越
小
学
校
田
で
収
穫
さ
れ
た
、
も
ち

米
を
十
二
月
十
三
日
児
童
全
員
、
教
職
員
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
員
及
び
福
寿
会
の
参
加
の
も
と
に
、
最
後
の

餅
つ
き
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
と
あ
っ

て
児
童
達
は
杵
を
一
生
懸
命
持
ち
上
げ
て
掛
け

声
と
共
に
三
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
三
回
に
分
け
て

つ
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
つ
い
た
後
は
、
全
員

で
丸
め
て
試
食
を
さ
れ
ま
し
た
。
福
寿
会
の
中
に

は
今
回
最
後
と
言
う
こ
と
で
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を

休
ん
で
来
ら
れ
た
方
も
あ
り
、
試
食
時
に
は
、
ふ

る
さ
と
先
生
か
ら
こ
れ
ま
で
の
植
え
付
け
か
ら

収
穫
、
更
に
は
販
売
ま
で
の
道
の
り
の
思
い
に
皆

さ
ん
耳
を
傾
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

二
名
の
ふ
る
さ
と
先
生
に
は
感
謝
し
ま
す
。 

写
真
左
側
早
朝
五
時
か
ら
の
ト
ー
フ
作
り
で
す
が
、
弁
当
作
り
の

完
成
時
間
に
合
わ
す
為
、
一
時
の
油
断
も
出
来
ま
せ
ん
。 

写
真
左
下 

し
そ
ゼ
リ
ー
の
作
り
方
も
冷
や
す
タ
イ
ミ
ン
グ
が

あ
り
、
あ
る
程
度
固
ま
ら
な
い
と
弁
当
箱
で
潰
れ
て
し
ま
い
ま
す

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
完
成
し
た
も
の
は
、
と
て
も
美
味
し
い

物
が
出
来
ま
し
た
。
写
真
右
側
山
下
自
治
会
長
松
下
純
一
氏
が
対

象
者
の
福
田
千
年
夫
妻
に
お
届
け
さ
れ
ま
し
た
。
共
に
足
腰
が
思

う
よ
う
に
動
か
す
こ
と
が
出
来
な
い
と
の
こ
と
で
、
玄
関
で
の
渡

し
と
な
り
ま
し
た
が
、
夫
妻
共
と
て
も
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。 

こ
の
事
業
は
、
今
後
も
継
続
さ
れ
ま
す
。
高
齢
者
の
皆
様
、
年
一

回
の
配
布
で
す
が
会
員
が
真
心
を
込
め
て
手
造
り
さ
れ
ま
す
。 

来
年
も
元
気
で
新
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。 

閉
校
記
念
用
孟
宗
竹
彫
刻
事
前
作
業
開
始 

十
二
月
十
二
日
、
閉
校
記
念
事
業
と
し
て
孟
宗
竹
に

思
い
の
文
字
を
児
童
十
六
名
名
に
彫
刻
す
る
、
事
前
作

業
の
油
抜
き
と
表
面
の
研
磨
作
業
を
、
寒
風
の
吹
く
中

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
青
少
年
環
境
地
域
づ
く
り
部
会

員
十
名
に
作
業
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
文
字
を

書
き
入
れ
て
、
親
子
で
彫
っ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

弁当受領者からは、とても美味しくいただきましたよ!! 

いつもありがとうございますと沢山の御礼電話を頂きま

した。感謝申しあげます。 



平成３０年度大馬越地区コミ協一般会計 各部会による事業・経費見直し概要(案) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自治活動健康福祉部会」 

①地区文化祭の事業見直し  

地区文化祭は開催するが、これまで舞台出演者・展示者に謝金を支払っていましたが廃止する。文化祭

に最低限必要な額だけを計上する。 

②先進地研修視察見直し  

  毎年実施している先進地研修視察については、原則２年に１回に見直す。但し、必要が生じたときは、

補正予算とする。 

③部会費 廃止する                     「下記写真長野下自治会説明会 100%出席」 

「青少年環境地域づくり部会」 

①教職員・コミ合同歓送迎会費  廃止する。 

②馬越ん子塾関係 小学校統合で今後推移を見守る。 

③部会費 廃止する 

「特産品スタッフ会議」 

①しそっぷ物語「しそジュース」製造 

１２年間地域は勿論県内外に発送しました、しそジュース製造については、後継者が出るまで休止とす

る。但し、田舎味噌の販売の好調のため、レッテルの新規・成分検査表示等を行いながらグレードアップ

を図る。また、おかべについては、イベント時に製造・販売する。 

「体育部会」 

①各種大会経費の見直し 体育部会費は地区民から頂く負担金の枠内で事業経費を削減する。 

「人件費関係」 

①役員手当て 

 地区コミ会長については、３万円値上 コミ協副会長 据え置き 

各部会長 据え置き 各部会副部会長 ５，０００円減額 各部会書記・会計１０，０００円減額 

 運営委員については、上記で減額された額を上乗せする。 

②コミ協職員賃金 しそジュース製造が休止されるため、その分勤務日数を１４日～１2 日に変更する。 

 

「現 状」                         大馬越地区コミュニティ協議会 

平成 29 年度までは、各種補助金・自治会負担金・特別会計繰入金(自治会連合会基金、しそジュース

会計)・財政調整基金等の取り崩しを行い、繰越金を財源とし運営を行ってまいりました。 

その中でも、自主財源として、しそジュース売上金の中から、一般会計にこれまで繰入総額は、５年

間で 1,250,830 円となっており今日までコミ協の運営に大きく寄与してまいりました。 

しかしながら平成 29 年度からは、製造本数の削減更には、売り上げの低迷から、一般会計への繰入

金は出来ない状態となっております。これまでは繰越金がある程度あり余裕もありましたが、年々減少

しています。また、コミ協会費については、合併後も据え置きとなっており、他町地区コミュニティ協

議会と比較して格段に安くなっております。このようなことから、平成 30 年度も前年度と同様な事業

を行いますと、財源不足が生じます。 

 このため、今後の見直しとして、各部会にて事業及び経費の見直しを全項目していただきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高木部会長から祝金を堀之内夫妻に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「事務局関係」 

①主事・職員の勤務は主事月１７日、職員１４日となっているが、月によってはこれ以上勤務しなかなか休

暇が取得出来ない状況のため、毎月水曜日を主事と職員は同時に休みとする。このため、行事・会合等は終

日組まないこととする。なお、事務局の窓口事務は三役及び各部会長が割当により対応する。 

【各部会及び運営委員会のとりまとめ】 

◇コミ協地区会費 ①来年度から、７００円のコミ協会費を５００円値上して、１，２００円としたい。 

但し、５００円値上しても収入不足金が生じますので、特別会計から１０万円を繰り入れます。 

各自治会へ１２月中に概要説明会の開催しております。各自治会説明会終了後に役員会・運営委員会を再

度開催し、皆様方から貴重なご意見や要望された事項を再度検討してまいります。 

◆最終承認について 

上記の概要については、平成３０年４月中旬予定の大馬越地区コミュニティ協議会総会に

て事業計画(案)・一般会計収支予算(案)として提案し、最終的に判断していただくことに予

定しております。 

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
贈
呈
式 

本
年
度
第
二
回
目
の
赤
ち
ゃ
ん
誕

生
祝
金
を
十
一
月
二
十
七
日
青
少
年

環
境
地
域
づ
く
り
部
会
の
席
に
て
贈

呈
を
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
堀
之

内
和
磨
さ
ん
夫
妻
の
間
に
生
ま
れ
た

第
一
子
「
心
花(

ル
ナ)

ち
ゃ
ん
」
に
高

木
部
会
長
か
ら
祝
金
を
手
渡
し
て
頂

き
ま
し
た
。
和
磨
氏
夫
妻
か
ら
は
、
頂

い
た
祝
金
は
大
事
に
子
供
の
為
に
使

用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
と
御
礼
の
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
五
件
の

贈
呈
を
行
っ
て
い
ま
す
。 
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思

い

出

の

優

勝

旗

に

感

激 

宮田ヶ原遊遊サロン来年度の干支(犬)作り 

大
重
京
子
さ
ん
は
、
本
年
度
の
大
馬
越

小
学
校
閉
校
記
念
事
業
合
同
運
動
会
に

参
加
さ
れ
、
入
場
行
進
時
に
小
学
校
生
の

部
の
優
勝
し
た
と
き
に
授
与
す
る
優
勝

旗
に
坂
口
準
一
氏
の
名
前
を
見
つ
け
、
地

域
に
は
同
姓
同
名
が
い
る
も
ん
だ
と
思

っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
電
話
で

叔
父
に
貴
方
が
贈
呈
し
た
の
か
と
問
い

合
わ
せ
を
さ
れ
た
ら
、
お
い
が
し
た
ど
と

聞
か
さ
れ
、
何
と
か
も
う
一
度
叔
父
に
見

せ
た
い
と
コ
ミ
セ
ン
に
相
談
が
あ
り
ま 

し
た
。
坂
口
準
一(

八
十
二
歳)

さ
ん
は
、
現
在
車

椅
子
で
の
生
活
で
、
外
出
時
も
奥
さ
ん
の
介
護

が
無
け
れ
ば
全
く
外
に
出
ら
れ
な
い
状
況
で
あ

り
ま
す
。 

取
材
を
し
て
分
か
っ
た
事
は
、
当
時
の
大
馬
越

小
学
校
棈
松
教
頭
が
、
坂
口
さ
ん
に(

当
時
三
十

四
歳)

運
動
会
時
に
児
童
に
贈
る
優
勝
旗
が
欲

し
い
と
相
談
さ
れ
、
酒
の
席
で
あ
っ
た
が
、
即

答
で
よ
か
ど
と
、
但
し
条
件
を
つ
け
た
い
と
当

時
は
、
職
場
リ
レ
ー
が
無
か
っ
た
の
で
、
是
非

職
場
リ
レ
ー
の
種
目
を
設
け
れ
ば
、
贈
呈
す
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
坂
口
さ
ん
は

坂
口
製
材
所
の
二
代
目
の
社
長
と
し
入
来
地
域

内
外
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
が
、
怪
我
に
よ
り
三

十
四
歳
の
若
さ
で
会
社
を
勇
退
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
今
回
優
勝
旗
を
再
び
手
に
さ
れ
た
と
き
は
、

感
無
量
で
あ
る
。
当
時
五
万
五
千
円
で(
現
在
の

価
値
は
、
十
万
円
以
上)

で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
準
一
さ
ん
の
奥
さ
ん(

千
恵
子
氏)

の
弟

さ
ん(

山
之
口
甫
氏)

が
、
鹿
児
島
市
に
在
住
で

あ
り
ま
す
が
、
手
先
が
器
用
の
た
め
大
馬
越
小

学
校
の
全
景
と
教
室
を
爪
楊
枝
一
本
一
本
組
み

合
わ
せ
て
作
成
中
で
あ
る
旨
を
聞
き
、
本
人
に

連
絡
し
て
も
ら
い
、
閉
校
記
念
式
典
に
は
飾
り

た
い
と
大
変
嬉
し
い
返
事
を
頂
き
ま
し
た
。 

宮
田
ヶ
原
遊
遊
サ
ロ
ン
で

は
、
毎
年
干
支
の
刺
繍
作
り
が

あ
り
ま
す
が
、
来
年
度
の
犬
の

デ
ザ
イ
ン
を
も
っ
か
作
成
中
で

あ
り
ま
す
。
同
日(

十
一
月
三
十

日)

は
、
会
員
十
名
が
参
加
さ
れ

て
、
細
い
糸
を
下
絵
に
沿
っ
て

難
し
い
な
が
ら
も
お
互
い
工
夫

し
な
が
ら
年
末
に
は
完
成
し
た

い
と
の
意
気
込
み
で
あ
ら
れ
ま

し
た
。
代
表
者
の
大
園
礼
子
さ

ん
は
、
会
員
自
ら
が
持
ち
寄
る

差
し
入
れ
等
で
会
話
が
弾
み
、

次
回
は
い
つ
で
す
か
と
楽
し
み

に
さ
れ
て
い
る
会
員
が
多
い
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
偉
業
達
成 

農
業
の
傍
ら
時
間
が
あ
る
と
き
は
、
毎
週
二

回
入
来
総
合
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
る
楽
し
み

の
グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
練
習
に
参
加
さ
れ
て
い

る
上
野
良
和
さ
ん
は
、
十
二
月
五
日
の
練
習
で

何
と
驚
異
的
な
ス
コ
ア
ー
を
出
さ
れ
ま
し
た
。

四
ラ
ン
ド
中
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
五
回
を
達
成
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
三
日
後
の
練
習
に
は
二
回

達
成
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
来
年
は

き
っ
と
良
い
年
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
最
高

で
す
ね!! 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バイテックグリーンエナジー㈱ 

 薩摩川内工場(入来) 

「旧富士通跡地内」 

大
馬
越
地
区
コ
ミ
モ
デ
ル
花
壇
・
福
寿
会
花
壇 

事
前
準
備
作
業
と
植
栽
作
業 

バ

イ

テ

ッ

ク

グ

リ

ー

ン

エ

ナ

ジ

ー

㈱ 

求

人

募

集

案

内 

会
社
増
員
に
よ
り
左
記
要
領
に
て
入
来
地
域
内
の

皆
様
を
多
く
採
用
し
た
い
と
の
会
社
か
ら
募
集
案
内

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。 

資 

格 

未
経
験
者
歓
迎 

年 

齢 

不
問(

体
力
に
自
信
の
あ
る
方
歓
迎) 

内 

容 

野
菜
の
生
産
・
収
穫
・
出
荷
作
業 

時 

間 

八
時
三
十
分
～
十
七
時
三
十
分 

給 

与 

自
給
八
〇
〇
円 

待 

遇 

交
通
費
支
給
・
各
種
保
険
完
備 

休 

日 

土
・
日
曜
日(

会
社
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
る 

勤
務
地 

旧
富
士
通
跡
地(

薩
摩
川
内
工
場(

入
来) 

応 

募 

電
話
連
絡
の
上
、
履
歴
書
持
参 

住 

所 

薩
摩
川
内
市
入
来
町
副
田
五
九
五
〇
―
１ 

電 

話 

〇
七
六
七
―
五
三
七
〇 

大
馬
越
小
学
校
正
門
そ
ば
の
地

区
コ
ミ
モ
デ
ル
花
壇
と
福
寿
会
花

壇
に
花
苗
千
ニ
百
本(

ナ
デ
シ
コ
・

パ
ン
ジ
ー)

を
十
二
月
十
六
日(

土)

福
寿
会
員
と
自
治
活
動
健
康
福
祉

部
会
員
に
よ
っ
て
植
栽
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
事
前
準
備
は
、
十
二

月
八
日(

金)

に
青
少
年
環
境
地
域

づ
く
り
部
会
員
の
ご
協
力
に
よ
り

整
地
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

当
日
は
雨
模
様
で
あ
り
ま
し
た
が
、

会
員
の
手
慣
れ
た
植
え
込
み
作
業

で
、
一
時
間
足
ら
ず
で
作
業
を
終
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

お
そ
ら
く
来
春
三
月
十
七
日
の
大

馬
越
小
学
校
卒
業
式
及
び
閉
校
記

念
式
典
に
は
、
満
開
の
時
期
を
迎

え
、
来
客
者
に
喜
ば
れ
る
も
の
と
期

待
感
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
作
業
に
従
事
さ
れ
た
会
員

に
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

大馬越小学校閉校記念碑設置開始される 

十
二
月
十
日(

日)
午
前
八

時
か
ら
記
念
碑
の
設
置
を

施
工
業
者
の
井
上
建
設
㈱

に
施
工
し
て
い
た
だ
き
ま

 

し
た
。
約
五

ｔ
の
親
石
は

大
型
ク
レ
ー

ン
で
吊
り
上

げ
て
の
作
業

で
あ
り
ま
し

た
。
今
後
表

面
に
磁
器
タ

イ
ル
十
六
枚

を
埋
め
込
み

完
成
の
運
び

と

な

り

ま

す
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◇あいさつ運動「敬称略」 

 実施日 平成 30 年１月 19 日(金)午前７時１５分～ 

宮田ヶ原公民館前 松下睦子 生田和敏 久永行雄 

小学校正門前 谷口恭子 釘崎綾子 水流信雄 

コミセン入口 岩元恭子 折田豊子 手打雅子 

※よろしくお願いいたします。 

1 月開催主なコミ協からのお知らせ 

◇大馬越小学校空き瓶回収 

 開催日 平成 30 年１月 21 日(日)午前７時３０分 

 場 所 大馬越小学校校庭 

 内 容 別紙に詳細を掲載してあります。 

今
月
の
短
歌(

ま
え
ご
ち
短
歌
会
よ
り
投
稿) 

 
 
 
 
 

あ
さ
が
来
て
自
分
に
出
来
る
ひ
と
こ
ま
を 

よ
ろ
こ
び
な
が
ら
新
春
を
迎
ゆ 

 

古
川
メ
イ
子 

(

松
尾
班) 

 

◇閉校記念事業実行委員会・森の学校推進事業合同会議 

 開催日 平成 30 年 1 月 12 日(金)午後７時～ 

 場 所 コミセン会議室 

 参加者 実行委員及び推進委員(ハガキで通知します) 

 

◇大馬越コミセン事務局年末年始休館 

 休館日 平成 29 年 12 月 29 日～30 年 1 月 3 日まで 

 上記年末年始は、休館いたします。急用の時は下記に電話してくださ

い。久永コミ主事携帯電話番号 090-5724-3215 

◇わくわく馬越ん子塾 

 開催日 平成 30 年 1 月 7 日(日)午前九時～ 

 場 所 コミセン会議室 

 参加者 小学生・中学生及び保護者 

青少年環境地域づくり部会員 

◇第２回文化祭実行委員会・自治活動健康福祉部会 

 開催日 平成 30 年 1 月 16 日(火)午後７時から 

 場 所 コミセン会議室 

 参加者 実行委員及び部会委員(ハガキで通知します) 

 

◇大馬越地区親善グランド・ゴルフ大会 

 開催日 平成 30 年 1 月 28 日(日)午前 8 時集合 

 場 所 樋脇町公認グランド・ゴルフ場 

 参加者 事前に参加申込された方 

 



 

 

日 曜 時間 行      事 日 曜 時間 行      事 

１ 月 

  

元旦 16 火 

 

19:00 

19:00 

大馬越地区可燃ごみ 

第２回文化祭実行委員会 

自治活動健康福祉部会合同会議 

2 火   17 水   

3 水 
  

18 木 
 

10:00 

中山地区可燃ごみ 

大正琴 

4 木 

 仕事場始め 

中山地区可燃ごみ 19 金 

 

 

13:30 

大馬越地区可燃ごみ 

大馬越地区資源ごみ 

こだまの会・生き生き健康体操 

5 金 
 大馬越地区可燃ごみ 

大馬越地区資源ごみ 
20 土 

14:50 JA 移動販売 

6 土 14:50 JA 移動販売 21 日 7:30 小学校空き瓶回収 

7 日 
8:25 

9:00 

消防出初式 

わくわく馬越ん子塾 
22 月 

 中山地区可燃ごみ 

8 月 
 中山地区可燃ごみ  成人の日 

中山地区不燃ごみ 
23 火 

 

14:00 

大馬越地区可燃ごみ 

まえごち短歌会 

9 火  大馬越地区可燃ごみ 24 水   

10 水 
  

25 木 
 

10:00 

中山地区可燃ごみ 

大正琴 

11 木 

 中山地区可燃ごみ 

26 金 

 

 

13:30 

大馬越地区可燃ごみ 

中山地区資源ごみ 

こだまの会・生き生き健康体操 

12 金 

 

 

10:00 

19:00 

19:00 

大馬越地区可燃ごみ 

中山地区資源ごみ 

原子力避難訓練説明会 

閉校記念事業実行委員会 

森の学校推進委員会合同会議 

27 土 

14:50 JA 移動販売 

13 土 
14:50 JA 移動販売 

28 日   8:00 
地区親善グランド・ゴルフ大会 

(樋脇町公認会場) 

14 日 
8:00 粗大ゴミ搬入(入来支所) 

29 月 
 大馬越地区不燃ごみ 

中山地区可燃ごみ 

15 月 
 

15:00 

中山地区可燃ごみ 

入来地域会長・主事合同会議 
30 火 

 大馬越地区可燃ごみ 

    31 水   

【編集後記】 いよいよ今年も二週間足らずで、新しい年を迎えます。ことし酉年、地区の皆様方には、

各部会・閉校記念事業・特産品事業等例年にない忙しい年でありました。来年はいよいよ小学校が３月

に閉校します。より一層の地区民のご支援と御協力を賜れば幸いです。 

 これから寒さも身にしみる時期となりますが、年末年始交通事故無いよう良いお年をお迎えください。 

大馬越地区コミュニティ協議会 1 月のカレンダー 

年
始
休
館
日 


